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【世帯数】    ８０１世帯 

【人 口】  男 ９５１人 

 女１,０１５人 

 合計１,９６６人 

 （令和2年11

令和３年１月号 

 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

昨
年
中
は
、
行
政
運
営
や
地
域
振
興
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
年
頭
か
ら
未
だ
終

息
し
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
熊
本
県
内
へ
の
大
き
な
災
害
、
特
に

坂
本
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
7
月
豪
雨
災
害
、
そ
の
後
の
台
風
の

接
近
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
東
陽
町
で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昨
今
、
何
十
年
に
一
度
の
大
雨
や
川
の
氾
濫
な
ど
が
毎
年
の

よ
う
に
起
き
て
い
ま
す
。
改
め
て
防
災
体
制
の
充
実
が
大
切
で
あ
る
と
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
皆
様
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
第
45

回
東
陽
し
ょ
う
が
祭
り
は
、
来
場
者
の
皆
様
方
へ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
の
為
止
む
無
く
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
お
詫
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
ま
し
て
、
6
月
に
は
、
念
願
で
あ
り
ま
し
た
東
陽

管
内
の
石
橋
を
含
む
八
代
の
石
文
化
の
「
日
本
遺
産
」
へ
の
登
録
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
7
月
に
は
せ
せ
ら
ぎ
と
菜
摘
館
周
辺
が
「
道
の
駅 

東
陽
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、
春
先
に
は
開
駅
式
典
を
行
い
「
道
の
駅
」
と
し

て
新
た
に
オ
ー
プ
ン
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
石
匠
館
を
含
め
地

域
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
頂
き
、
今
以
上
に
地
域

の
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

昨
年
も
東
陽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
中
心
に
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
の
頑

張
り
、
連
携
を
実
感
し
た
一
年
で
し
た
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
幸
せ

を
実
感
で
き
る
く
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
、
皆
様
と
の
連
携
を
ま
す
ま
す
深

め
な
が
ら
、
支
所
職
員
一
同
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
3
年
が
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
併
せ
て
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
東
陽
支
所
を
代
表
し
て
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

日本遺産認定記念連載 

 日本遺産認定について（４） 
       文：八代市東陽石匠館 館長 上塚寿朗 

  

 石匠館の横を流れる鍛冶屋川に

架かっている３橋は種山石工の開

祖林七の作と伝わっています。こ

れらは小さい橋ですが輪石のすり

合わせや扁平具合など洗練されて

おり石工の技術力の高さがうかが

えます。それ以降で記録が残って

いる種山石工の業績となると圧巻

です。１８４６～４７年に架橋された美里町

の霊台橋は当時日本一の大きさで見るものを

圧倒しますし、１８５４年にかけられた通潤

橋は各種教科書にも取り上げられており、あ

えて説明の必要性が無いほどです。明治政府

の指名で東京ではじめてのめがね橋を架けた

のも種山石工ですし、現在の熊本県における

大きなめがね橋のトップ５は種山石工の手に

よるものです。もちろん大きさだけでなく美

しく堅牢である点も卓越した技術力をあらわ

していると言えます。（続く） 

 
 

令
和
３
年 

年
頭
の
あ
い
さ
つ 

  
 

 
 

八
代
市
東
陽
支
所
長 

上
村 

英
司 

◆
祝
◆
東
陽
産
加
温
不
知
火
４
連
覇
‼ 

 

12

月
17

日
（木
）
東
陽
定
住
セ
ン
タ
ー

で
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
果
樹
部
会
主
催
の

加
温
不
知
火
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

外
観
や
糖
・
酸
度
に
つ
い
て
審
査
が

行
わ
れ
、
東
陽
町
の
生
産
者
の
方
３
名
が

各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

金
賞 

黒
田 

修
一
さ
ん 

（黒
渕
） 

銀
賞 

山
本 

義
夫
さ
ん 

（赤
山
） 

銅
賞 

開
田 

慎
一
さ
ん 

（差
野
） 



■ 市税等の納期について 

 

 八代市では「令和３年 八代市成人式」を開催し

ます。当日は、式典後にイベントを予定していま

す。たくさんの新成人の方のご参加をお待ちして

います。 

 ■日 時：令和３年１月１０日（日） 

午後２時開式（午後1時受付開始） 

 ■会 場：八代トヨオカ地建アリーナ 

           （八代総合体育館） 

 ■該当者：平成１２年４月２日～ 

      平成１３年４月１日生まれで八代  

                市在住又は八代市出身の新成人 

 ■主 管：令和２年度八代市成人式実行委員会  

 

※住民票が市外の人は当日会場で受け付けを行い 

 ます。  

※新型コロナウイル感染症感染拡大により、式典 

 が中止となる可能性があります。 

         

  【問合せ先】生涯学習課 30-1110 

■ 令和３年 八代市成人式のご案内 

１月１２日（火）納期限のもの 

 ◆ 農業集落排水使用料 １２月(１１月使用分) 

 ◆ 浄化槽使用料      １２月(１１月使用分) 

２月１日（月）納期限のもの 

 ◆ 固定資産税                   ４期 

 ◆ 国民健康保険税      １０期 

 ◆ 介護保険料        １０期 

 ◆ 後期高齢者医療保険料  ７期 

◆ 簡易水道使用料       １月(１２月使用分) 

 

 ※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高 

  をお確かめください。 

 ※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課市民 

  サービス係までご連絡・ご相談ください。 

【問合せ先】地域振興課市民サービス係  

                 65-2111  

  1月の行事予定 

■1０日（日）14：00 

  八代市成人式（八代トヨオカ地建アリーナ） 

■ 『東陽校区住民安心メール』 

   へご登録ください！！！ 

①左記のQRコードを読み取  

 り、空メールを送信。 

②まち協からの返信メールの 

 入力画面から情報を入力し 

 送信。 

「登録完了」 

登録方法（その１） 

登録方法（その2） 

toyom@gw.ansin-anzen.jp 

①上記のアドレスへ、空メールを送信。 

②まち協からの返信メールの入力画面か 

 ら情報を入力し送信。 

 「登録完了」 

※空メール送信後、返信が届かない場合は 

 迷惑メール等のメール拒否設定が考えら 

 れます。詳しくは、東陽コミセンまでお 

 尋ねください。        

【問合せ先】 東陽コミュニティーセンター  

              65-2210 

【発信される情報】 

 ●イベント情報  

     … 開催情報、中止情報など 

 ●災害時の緊急連絡 

     …避難所、通行止め情報など 

 ●防犯・防災に関する情報 

     …不審者情報など 

 ●暮らしの情報 

     …暮らしにかかわる情報など 

 ●子供の見守り情報      etc 

 登 録 の し か た 

 東陽校区の「一斉メール配信システム」

への登録のご案内を致します。 

 外出先でも早く、確実に町内の情報を受

け取ることができます。一人でも多くの登

録をお願いいたします。 


